
1
面

鎌
倉
朝
日
３
面

鎌
倉
朝
日
２
面

朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せ
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイ

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

●ペット紹介　写真・
紹介文と住所、氏名、
☎明記。掲載後写真を
カレンダーにして贈呈。
info@kamakura-asahi.com
●歌壇・俳壇　
ハガキ１枚に３首（句）
まで。同じ面に住所、氏
名、☎を明記。１面題
字下住所の鎌倉朝日へ。

≪投稿募集≫

　
11
月
26
日
14
〜
17
時
半
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

第
一
部 

講
演
　
米
川
千
嘉
子
さ
ん 「〈
世
の
中
〉
の
歌
、〈
萩
〉

の
歌
―
実
朝
と
永
福
門
院
を
中
心
に
」

第
二
部 

歌
会
と
表
彰
　
選
者 

大
下
一
真
さ
ん
、
木
村
雅
子

さ
ん
、
津
金
規
雄
さ
ん
、
米
川
千
嘉
子
さ
ん
。

会
場
参
加
費
　
無
料
。
主
催
　
鎌
倉
歌
壇
・
鎌
倉
同
人
会
。

鎌
倉
歌
壇
さ
き
が
け 

源
実
朝
公
顕
彰
歌
会

美
し
き
月
日
あ
り
た
り
野
に
咲
け
る
黄
色
の
花
を
つ
み
て
別
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
結
句
で
物
語
が
広
が
る
。
黄
色
で
焦
点
が
絞
ら
れ
、
印
象
的
。

み
か
ん
一
つ
黄
色
に
少
し
染
め
ら
れ
て
庭
の
一
隅
に
秋
の
灯
と
も
す 

 

城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
結
句
が
い
い
。
小
さ
な
変
化
を
い
と
お
し
む
気
持
ち
が
出
た
。

真
っ
赤
な
る
サ
ル
ビ
ア
の
花
長
月
に
つ
づ
く
残
暑
の
炎
を
も
や
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

　
真
っ
赤
な
上
に
「
炎
」
で
、
今
年
の
異
常
な
暑
さ
を
表
現
。
　

酷
暑
去
り
シ
ル
バ
ー
の
旅
の
世
話
係
ま
ず
は
安
否
の
確
認
始
め
る

 
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

や
り
と
り
の
秋
の
茗
荷
を
ほ
つ
こ
り
と
揚
げ
て
届
け
て
喜
び
二
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

風
雨
に
て
窓
辺
の
桜
木
倒
れ
た
り
四
十
余
年
春
を
告
げ
し
も

 

植
木
　
秦
　
　
和
之

朝
焼
け
の
丹
沢
山
塊
あ
と
に
し
て
漁
船
は
ボ
ウ
と
海
へ
と
下
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

食
べ
歩
き
す
れ
ば
背
後
よ
り
襲
わ
れ
る
　
小
町
通
り
は
ト
ン
ビ
の

狩
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

夢
の
途
中
西
風
強
く
吹
く
な
か
に
野
花
た
く
ま
し
見
習
ひ
た
き
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
袋
谷
　
眞
壁
　
英
子

固
い
殻
割
っ
て
食
事
を
し
た
跡
か
我
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
は
リ
ス
の
食
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

城
廻
　
見
山
れ
い
子

五
年
間
リ
ハ
ビ
リ
受
け
し
ド
ク
タ
ー
の
「
行
け
て
ま
す
よ
」
の
声

を
糧
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

〈
天
〉飾
り
つ
け
高
く
そ
び
え
る
か
き
氷 

藤
沢
市
　
宮
塚
　
　
肇

よ
く
写
生
が
行
き
届
い
た
作
品
。
見
て
い
る
間
に
溶
け
て
し
ま
い
そ

う
。
こ
れ
ほ
ど
か
き
氷
を
見
た
句
も
そ
う
は
な
い
。

〈
地
〉秋
耕
の
一
日
労
ふ
鐘
の
音 

藤
沢
市
　
山
田
　
節
子

　
耕
は
春
で
冬
耕
す
は
冬
。
や
は
り
こ
の
句
は
季
題
が
動
か
な
い
。

ど
こ
か
の
鐘
の
音
も
そ
う
聞
こ
え
た
の
で
あ
る
。

〈
人
〉和
菓
子
屋
の
一い
っ

壺こ

に
ゆ
る
る
花
芒 

逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

　
和
菓
子
屋
の
一
場
面
や
人
々
の
姿
も
浮
か
ん
で
く
る
一
句
。
洋
菓

子
で
は
成
立
し
な
い
と
こ
ろ
も
。

秋
日
傘
か
し
げ
行
く
交
ふ
小こ
う
路じ

か
な 

藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

　
い
か
に
も
鎌
倉
の
い
く
つ
も
の
小
路
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
秋
日
傘

と
し
た
と
こ
ろ
が
和
風
で
洒
落
て
い
る
。

学
校
へ
行
き
た
く
な
い
な
秋
の
空 

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
小
さ
い
と
き
は
皆
さ
ん
お
持
ち
か
も
し
れ
な

い
。
の
ん
び
り
秋
の
空
を
眺
め
て
い
る
の
も
人
生
。

や
わ
ら
か
き
御
僧
の
声
月
の
雨 

横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
雨
月
の
事
を
月
の
雨
と
表
現
し
て
声
に
趣
き
が
で
た
。斬
新
な
作
品
。

露
草
の
花
弁
三
枚
目
見
張
れ
り 

城
廻
　
横
山
　
初
恵

穴
惑
見
し
子
大
き
く
手
を
広
げ 

山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

遠
ざ
か
る
富
士
の
稜
線
秋
夕
焼 

台
　
黒
岩
　
伸
幸

箱
根
路
や
薄
が
原
に
風
そ
よ
ぎ 

手
広
　
高
口
　
道
宏

流
れ
星
祈
り
と
願
い
闇
は
黙 

岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

ふ
る
さ
と
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
虫
の
声 

寺
分
　
松
本
　
賢
悟

風
に
揺
れ
こ
ろ
こ
ろ
走
る
芋
の
露 

城
廻
　
増
田
　
陽
子

鎌
倉
の
路
地
に
風
呼
び
萩
の
花 

腰
越
　
松
原
　
　
薫

九
十
九
折
り
天
と
地
分
か
つ
な
な
か
ま
ど 

葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

秋
め
く
や
雲
の
切
れ
間
に
筋
の
あ
り 

逗
子
市
　
濵
野
八
十
一

お
し
ろ
い
や
会
い
に
来
て
よ
と
打
ち
揃
い 

藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

楽
園
を
目
ざ
し
背
の
び
す
曼
珠
沙
華 

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

島
の
夜
波
音
消
え
て
銀
河
冴
ゆ 

藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

満
月
も
伸
び
縮
み
し
て
露
天
風
呂 

材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

無
料
。
主
催
は
同
実
行
委
。

▼
湘
南
グ
ル
ー
プ
〜
日
本
の

う
た
・
歌
・
詩
「
秋
の
コ
ン

サ
ー
ト
35
」

　
11
月
９
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
メ
ン

バ
ー
の
作
品
、古
典
落
語
「
六

尺
棒
」
な
ど
。
２
千
円
。
☎

０
４
６
６
・
27
・
１
８
７
５

▼
映
画
誕
生
１
３
０
年
「
輝
き
続

け
る
ス
ク
リ
ー
ン
ナ
ン
バ
ー
」

　
11
月
18
日
14
時
、
横
浜
み

な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
。
村
田

望
さ
ん
（
ボ
ー
カ
ル
）、
橘

光
一
さ
ん
（
エ
レ
ク
ト
ー

ン
）
で
「
王
様
と
私
」
な
ど
。

３
千
円
。
ス
タ
ジ
オ
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
☎
０
９
０
・
２
２
０
７

・
０
０
３
１ 

▼
鎌
倉
市
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
講
座
「
育
ち
を
叶
え
る
ヒ

ン
ト
を
探
す
」

　
11
月
14
日
15
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
子
ど
も

の
「
困
り
感
」
に
気
づ
く
た

め
の
ヒ
ン
ト
。
講
師
は
作

業
療
法
士 

大
郷
和
成
さ
ん
。

無
料
。
要
申
込
。
鎌
倉
市
福

祉
総
務
課
☎
61
・
３
４
３
６

▼
秋
の
公
開
講
演
会
「
日
本
の

幽
霊
、イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
ー
ス
ト
」

　
11
月
22
日
14
時
、
早
見
芸

術
学
園
。
京
都
精
華
大
学 

堤

邦
彦
名
誉
教
授
と
東
京
大
学 

草
光
俊
雄
名
誉
教
授
の
講
演

と
対
談
。
千
５
百
円
。
ハ
ガ

キ
か
ネ
ッ
ト
で
要
申
込
。
鎌
倉

ペ
ン
ク
ラ
ブ
☎
24
・
４
０
０
２

▼
鎌
倉
の
風
景
を
描
く
水
彩

画
講
座

　
11
月
28
日
９
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ル
ー

ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
学

ぶ
。
講
師
は
矢
野
元
晴
さ
ん
。

千
５
百
円
。
申
込
は
ネ
ッ
ト

か
往
復
ハ
ガ
キ
で
〜
14
日
。

☎
25
・
２
０
３
０

▼
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座

　
12
月
３
・
10
日
９
時
45

分
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
。
傾
聴
の
基
礎
を
学
ぶ
。

２
千
円
。
申
込
〜
24
日
。
傾

聴
か
ま
く
ら
☎
０
９
０
・
３
８

７
７
・
９
９
２
３

▼
大
船
夜
市
２
０
２
５

　
11
月
３
日
11
〜
21
時
、
鎌

倉
芸
術
館
通
り
。
湘
南
地
域

の
商
店
や
飲
食
店
の
露
店
・
物

産
展
な
ど
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
コ
ン
サ
ー
ト
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
。
主
催
は
同
実
行

委
・
鎌
倉
青
年
会
議
所
。

▼
写
真
供
養
感
謝
祭

　
11
月
８
日
11
〜
14
時
、
浄

智
寺
。
思
い
出
の
写
真
の
焚

き
上
げ
。
浦
賀
ウ
イ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏

も
。
実
行
委
☎
０
９
０
・
９
８

１
２
・
２
７
１
７

▼
か
ま
く
ら
国
際
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

　
11
月
９
日
10
〜
15
時
、
鎌

倉
大
仏
高
徳
院
。
市
内
中
心

に
活
動
す
る
17
団
体
が
参

加
。
バ
ザ
ー
、
国
際
交
流
、

団
体
紹
介
、
活
動
体
験
、
バ

リ
舞
踊
、和
太
鼓
演
奏
な
ど
。

３
百
円
（
拝
観
料
）。
同
実

行
委
☎
61
・
３
８
７
２

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

11
月
１
日
朝
夷
奈
切
通
。
８

日
東
勝
寺
跡
。
15
日
御
谷
山

林
。
29
日
十
二
所
果
樹
園
。

各
９
時
20
分
現
地
集
合
。

▽
お
話
サ
ロ
ン
「
世
界
の
森

と
人
―
ア
フ
リ
カ
・
南
米
か

ら
の
国
際
協
力
レ
ポ
ー
ト
」

15
日
14
時
半
、
大
路
ビ
ル
３

階
。
申
込
〜
11
日
。

▽
歴
史
ウ
ォ
ー
ク 

19
日
９

時
半
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
。
▽
家
族
で
み
ど
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
22
日
９
時

半
、
御
谷
山
林
。
▽
緑
と
歴

史
探
訪 

26
日
９
時
半
、
北

鎌
倉
〜
扇
ガ
谷
周
辺
。
☎

23
・
６
６
２
１

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
11
月
２
日
12
時

半
。
▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
21
日
17
時
半
。

▽
ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
26
日
16

時
半
。
各
大
人
５
百
円
、
中

学
生
以
下
無
料
。
要
予
約
。

渡
邉
方
☎
０
９
０・
５
１
９
９

・
１
６
５
４ fl atcafekam

a
kura@gmail.com

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
神
武
寺
か
ら
磨
崖
仏
、
鷹

取
山
絶
景
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
11

月
７
・
10
・
19
・
21
日
９
時
、

東
逗
子
駅
集
合
。
約
４
㎞
。

８
百
円
。
▽
朝
夷
奈
切
通
か

ら
金
沢
八
景 

24
・
26
・
28
・

30
日
９
時
半
、
鎌
倉
駅
西
口

時
計
台
前
広
場
集
合
。
約
６

㎞
。
８
百
円
。
▽
茅
ヶ
崎
城

址
（
中
世
城
郭
）
と
大
塚
・
歳

勝
土
遺
跡
（
弥
生
遺
跡
）
巡
り

27
日
・
12
月
２
日
９
時
、
セ

ン
タ
ー
南
駅
改
札
口
前
通
路

集
合
。
約
４・５
㎞
。
８
百
円
。

【
休
日
の
鎌
倉
散
歩
】
Ａ
山
崎
・

深
沢
探
訪 

15
日
９
時
半
、
湘
南

モ
ノ
レ
ー
ル
大
船
駅
改
札
裏
側

広
場
集
合
。
約
４
㎞
。
Ｂ
晩

秋
の
紅
葉  

六
国
峠
か
ら
天

園
、
永
福
寺 

12
月
６
日
９
時

半
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台
前
広

場
集
合
。
約
４
㎞
。
Ａ
Ｂ
８

百
円
、
保
護
者
同
伴
小
中
学

生
無
料
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
秋
バ
ラ 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

11
月
1
・
２
日
。▽
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
25
・
26
日
。

▽
バ
ラ
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー 

６
日
13
時
半
。
▽
コ
ン
サ
ー

ト 

２
・
16
日
11
・
14
時
。

無
料
。
▽
園
長
さ
ん
ぽ 

９

日
10
時
頃
。
▽
四
季
の
菊

作
り 

８
日
13
時
半
。
無
料
。

▽
つ
ま
み
細
工
教
室
干
支
の

熊
手
つ
く
り 

22
日
10
時
・

13
時
半
。
３
千
円
。
申
込
〜

５
日
。
▽
季
節
の
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト 

30
日
10
時

半
。
５
千
円
。
申
込
〜
13
日
。

▽
押
し
花
ア
ー
ト
教
室  

12
月

６
日
10
時
半
。
２
千
円
。
申

込
〜
17
日
。
▽
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り 
12
月
６
日
13
時

半
。
２
千
５
百
円
。
申
込
〜

18
日
。
▽
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室 

12
月
13
日
10
時
。
２
千

円
。
申
込
〜
26
日
。
入
園
料

４
百
円
。
☎
46
・
２
１
８
８

▼
漁
協
の
朝
市

▽
腰
越 

11
月
６
・
20
日
10

時
〜
売
切
れ
次
第
終
了
。
腰

越
漁
協
事
務
所
前
。
☎
32
・

４
７
４
３

▽
湘
南 

鎌
倉
支
所 

11
月
９
日

10
時
、
鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

駐
車
場
。
☎
22
・
３
４
０
３

▼
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
「Be 
Real

〜
私
た
ち
の
居
場
所
」

　
11
月
９
日
10
〜
16
時
、
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
か
ま
く
ら
（
鎌

倉
青
少
年
会
館
）。
中
高
生
の

大
文
化
祭
。
ダ
ン
ス
、ラ
イ
ブ
、

美
術
作
品
の
展
示
な
ど
。
市

青
少
年
課
☎
61
・
３
８
８
６

れ
た
藤
沢
の
江
戸
か
ら
近
代
ま
で

　
11
月
３
日
ま
で
藤
澤
浮
世

絵
館
。
江
戸
時
代
の
絵
図

か
ら
近
代
の
地
図
へ
と
発
展

す
る
姿
を
紹
介
。
無
料
。
☎

０
４
６
６
・
33
・
０
１
１
１

▼
熱
気
の
向
こ
う
の
白
と
黒

ビ
ッ
グ
錠
と
風
間
サ
チ
コ
異

食
な
ふ
た
り

　
12
月
21
日
ま
で
藤
沢
市

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
ビ
ッ
ク

錠
の
漫
画
と
風
間
サ
チ
コ
の

木
版
画
。
無
料
。
☎
０
４
６

６
・
30
・
１
８
１
６

▼
第
13
回
か
ま
く
ら
の
風
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

「
ピ
ア
ノ・
チ
ェ
ロ 

デ
ュ
オ
コ
ン

サ
ー
ト
〜
北
国
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

　
11
月
23
日
14
時
、
鎌
倉
婦

人
子
供
会
館
ホ
ー
ル
。
田
中
英

純
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
山
本
健

太
郎
さ
ん（
チ
ェ
ロ
）。
グ
リ
ー

グ 

チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ 

イ
短
調

Op.36

な
ど
。
２
千
８
百
円
。

☎
22
・
０
５
０
７

▼
湘
南
ふ
じ
さ
わ
ジ
ャ
ズ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
11
月
８
日
10
〜
20
時
、

藤
沢
駅
北
口
周
辺
。
湘
南
ゆ

か
り
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
、

地
元
の
団
体
な
ど
の
演
奏
。

▼
北
鎌
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月

▽
碧
夕
季

里
展 

11
月

１
〜
10
日
。

▽
山
本
朋

子 

九
谷
焼

展
12
〜
18
日
。
☎
22
・
２
９
１
３

▼
鎌
倉
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク
ラ

ブ 

第
57
回 

奇
術
大
会

　
11
月
２
日
13
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
日
本
古
典
奇
術
の
継

承
者 

藤
山
大
樹
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
。
無
料
。
山
田
方
☎

31
・
１
８
２
９

▼
原
田
寛
写
真
展
「
富
嶽
写

景
」

　
11
月

20
〜
22

日
鎌
倉

プ
リ
ン

ス
ホ
テ

ル
。
鎌
倉
を
拠
点
に
撮
影
し

た
富
士
山
風
景
を
テ
ー
マ

に
。
星
月
写
真
企
画
☎
27
・

８
８
２
１

▼
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉「
芸
能
祭
」

　
11
月
21
日
10
時
半
〜
15

時
半
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
。
舞
踊
・
大
道
芸
・
腹
話

術
な
ど
20
組
が
参
加
。
無
料
。

事
務
局
☎
23
・
１
０
７
５

▼
浮
世
絵
と
絵
図
と
地
図
と 

描
か

▼
あ
の
人
に
会
え
る
！ 

清
方
の
代
表
作
〈
築
地
明
石

町
〉
三
部
作

　
11
月
30
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
代
表
作
〈
築

地
明
石
町
〉
三
部
作
の
公
開

と
資
料
。
４
５
０
円
。
☎

23
・
６
４
０
５

▼
扇
影
衣
香
―
鎌
倉
と
宋
元

・
高
麗
の
仏
教
絵
画
の
交
響

　
12
月
14
日
ま
で
鎌
倉
国
宝

館
。
宋
元
・
高
麗
・
鎌
倉
の

３
つ
の
地
域
で
制
作
さ
れ
た

仏
教
絵
画
を
展
示
。
千
円
。

☎
22
・
０
７
５
３

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
季
節
展
―

文
様
と
美

　
２
月
１
日
ま
で
鎌
倉
文
華

館
鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
伝

統
文
様
に
焦
点
を
当
て
た
展

示
。
石
段
脇
の
大
銀
杏
の
か

つ
て
の
姿
も
。
６
百
円
。
☎

55
・
９
０
３
０

▼
鎌
倉
彫
18
人
展

　
11
月
１
〜
３
日
円
覚
寺
・

選
仏
場
。
現
代
鎌
倉
彫
作
家

18
人
の
作
品
展
。
同
実
行
委

☎
25
・
１
５
０
０

▼
平
和
へ
の
祈
り
―
平
山
郁
夫

　
11
月
５
〜
13
日
鎌
倉
芸
術

館
。
鎌
倉
で
暮
ら
し
た
平
山

郁
夫
の
画
業
の
背
景
や
文
化

を
通
じ
た
交
流
の
作
品
展
示
。

無
料
。
☎
48
・
５
５
０
０

▼
第
64
回
村
田
佳
代
子
個
展

　
11
月
６
〜
９
日
鎌
倉
芸
術

館
。「
21
世
紀
が
四
半
世
紀

過
ぎ
る
今
〜
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録

を
重
ね
て
」
と
題
し
て
、「
ヨ

ハ
ネ
の
黙
示
録
」
の
絵
画
３

種
類
15
点
と
、
２
０
０
１
年

か
ら
大
阪
万
博
に
至
る
ま
で

の
25
年
間
の
国
内
外
の
出
来

事
を
描
い
た
作
品
10
余
点
を

紹
介
。
村
田
良
策
記
念
ア
ト

リ
エ
Ｍ
☎
22
・
１
７
５
９

「アトリエのモティーフ棚」

▼
鎌
倉
・
川
喜
多
邸

を
訪
れ
た
映
画
人

　
11
月
24
日
ま
で
川

喜
多
映
画
記
念
館
。

開
館
15
周
年
記
念
。

川
喜
多
夫
妻
の
映
画

界
の
貢
献
を
振
り
返

り
、
田
中
絹
代
、
ア

ラ
ン
ド
ロ
ン
な
ど
川

喜
多
邸
を
訪
れ
た
映

画
人
と
の
交
流
を
紹

介
。
３
百
円
、
鎌
倉

市
民
無
料
。

【
関
連
上
映
】「
東
京

物
語
」
11
月
１・２
日

／「
東
京
画
」
１
・
２

日
。「
黄
色
い
か
ら
す
」

11
・
12
・
14
・
15
日

／「
結
婚
式
・
結
婚

式
」
11
・
13
・
14
・
16
日
／「
愛

情
の
決
算
」12
・
13
・
15
・
16

日
／「
千
羽
鶴
」18
・
19
・
21
・

22
日
／「
日
も
月
も
」18
・
20
・

21
・
23
日
／「
辻
が
花
」19
・

20
・
22
・
23
日
。
千
３
百
円
。

☎
23
・
２
５
０
０

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

　
島
谷
満
孝
作
陶
展
〜
11
月

３
日
。
４
〜
９
日
岩
崎
久
人 

能
面
展 

傘
寿
記
念
。
14
〜
18

日
古
布
の
詩
。20
〜
24
日
山
根

悠
介 

陶
展
。
26
日
〜
12
月
１

日
は
や
し
み
つ
こ
回
顧
展

「
み
つ
こ
さ
ん
の
愛
し
た
能
面

た
ち
」。
☎
22
・
３
７
６
９

▼
日
本
画
家 

堀
文
子 

版
画
展

　
11
月
７
〜
９
日
大
船
仲
通

り
の
コ
ロ
ナ
堂
４
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
。
自
然
や
命
を
テ
ー

マ
に
描
い
た
堀
文
子
の
版

画
約
30
点
、
書
籍
、
グ
ッ
ズ
の

展
示
販
売
。
☎
44
・
５
６
７
０版画「花籠」

▼
栁
沼
教
室 

鎌
倉
ス
ケ
ッ
チ
会
展

　
11
月
２
日
ま
で
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
栁
沼
方
☎

０
４
６
６
・
37
・
３
０
８
２

中
なか

村
むら

 悟
さとる

  さん 

観光振興と住民生活の
バランスをさぐる
鎌倉市観光協会新会長

　
観
光
客
の
増
加
と
と
も
に
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
年
々

問
題
に
な
る
鎌
倉
。
古
都
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
住
民
の

平
穏
な
生
活
も
保
つ
。
難
し
い

バ
ラ
ン
ス
を
計
り
な
が
ら
観
光

振
興
を
進
め
る
責
任
者
、
鎌
倉

市
観
光
協
会
会
長
に
、
６
月
就

任
し
た
。

　
二
代
前
の
会
長
の
こ
ろ
に
は

協
会
の
理
事
を
務
め
て
い
た

が
、
こ
の
８
年
間
は
無
役
。
会

長
の
話
は
少
々
驚
き
だ
っ
た
。

し
か
し
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
の

副
会
頭
な
ど
、
地
域
や
生
花

業
界
の
要
職
も
務
め
る
。
覚
悟

を
も
っ
て
臨
ん
だ
。
協
会
の
中

枢
に
身
を
置
く
の
は
初
め
て
で
、

現
場
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と

い
ろ
ん
な
課
題
も
見
え
て
く
る
。

　
就
任
早
々
に
遭
遇
し
た
の

が
、
７
月
の
鎌
倉
花
火
大
会
の

中
止
。
由
比
ガ
浜
沖
で
花
火
を

上
げ
る
台
船
は
、
東
京
湾
か
ら

三
浦
半
島
を
回
っ
て
来
る
。
高

波
と
強
風
が
予
想
さ
れ
、
出
航

を
５
時
間
遅
ら
せ
る
な
ど
、
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
調
整
し
た
が
、
二

日
前
に
中
止
を
決
断
し
た
。

　「
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い

た
お
客
さ
ん
や
、
協
賛
し
て
い

た
だ
い
た
企
業
に
は
申
し
訳
な

い
こ
と
だ
っ
た
」

　
い
ろ
ん
な
キ
ャ
ン
セ
ル
料
も

発
生
し
た
。
だ
が
、
街
や
飲
食

店
に
は
普
段
よ
り
お
客
さ
ん
が

入
っ
て
い
て
、
一
定
の
効
果
は

あ
っ
た
と
、
ほ
っ
と
し
た
。

　「
用
意
し
た
花
火
は
、
ほ
か
で

使
う
こ
と
も
来
年
に
回
す
こ
と

も
で
き
ず
、
水
の
中
で
壊
す
そ

う
。
花
火
屋
さ
ん
に
と
っ
て
は

忍
び
な
い
作
業
だ
そ
う
で
す
」

　
い
ま
協
会
が
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、
時
間
と
場
所
の
分
散

化
。
観
光
客
が
一
定
の
時
間
と

場
所
に
集
中
す
る
の
を
な
る
べ

く
避
け
る
試
み
だ
。

　
昨
年
は
、
普
段
入
れ
な
い
場

所
を
拝
観
し
、
案
内
人
や
講
師

の
話
な
ど
が
聞
け
る
「
鎌
倉
プ

レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し

た
。
歴
史
フ
ァ
ン
に
応
え
る
よ

う
な
「
出
張
鎌
倉
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
も
、
昨
年
か
ら
明
王
院
や

宝
戒
寺
な
ど
で
開
催
し
て
い
る
。

　
10
月
28
日
か
ら
12
月
７
日
ま

で
、
建
長
寺
で
夜
間
拝
観
を
行

う
。
紅
葉
の
境
内
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
、
脳
を
と
と
の
え
る

音
楽
「
ニ
ュ
ー
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」
を
各
所
で
流
す
。
こ
れ
も

時
間
を
分
散
す
る
試
み
だ
。

　
材
木
座
の
生
ま
れ
。
近
く
に

は
「
臨
海
学
園
」
バ
ス
停
に
名

が
残
る
、
東
京
都
千
代
田
区
の

施
設
が
あ
っ
た
。
保
養
所
や
邸

宅
が
な
く
な
り
、
新
住
民
が
増

え
た
。「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
で
き
、
に
ぎ
や
か
に
な
る
の

は
い
い
こ
と
」
と
思
う
。

　
こ
の
地
で
祖
父
が
、
１
９

４
８
年
に
創
業
し
た
「
ナ
カ
ム

ラ
生
花
」
の
３
代
目
。
花
屋
を

営
む
両
親
の
背
中
を
見
て
育
っ

た
。
別
業
種
や
別
の
生
花
店
で

各
１
年
、
生
花
の
専
門
学
校
で

１
年
学
ん
で
、家
業
に
入
っ
た
。

　「
花
の
ア
レ
ン
ジ
は
自
分
の

感
性
で
す
る
も
の
」
と
考
え
て

い
た
が
、
40
歳
の
こ
ろ
一
念
発

起
し
て
、
国
家
資
格
の
フ
ラ

ワ
ー
装
飾
技
能
士
１
級
を
取
得

し
た
。
業
界
の
先
輩
と
し
て
の

責
任
感
か
ら
で
も
あ
る
。

　
長
女
は
す
で
に
嫁
ぎ
、
27
歳

の
長
男
が
昨
年
か
ら
、
４
代
目

を
継
ぐ
べ
く
一
緒
に
仕
事
を
し

て
い
る
。
63
歳
。 

 

（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
11
月
９
日
10
〜
13

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
※
献
品
受
付 

衣
類
・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧

品
。
☎
０
８
０
・
６
６
０
２
・

９
４
９
８
▽
書
き
そ
ん
じ
ハ

ガ
キ
で
ア
ジ
ア
寺
子
屋
支
援

未
使
用
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
な
ど
も
。
鎌
倉
市
関

谷
３
８
７
―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
小
倉
宛
。

▼
湘
南
邸
園
文
化
祭

Ａ
エ
リ
ア
ナ
・
パ
ヴ
ロ
バ
顕
彰

碑
―
腰
越
戦
没
者
慰
霊
碑
ツ

ア
ー 

11
月
16
日
13
時
七
里
ヶ

浜
駅
改
札
集
合
。
千
５
百
円
。

Ｂ
大
黒
柱
と
な
っ
た
女
性
た

ち
　
パ
ヴ
ロ
バ
・
バ
レ
エ
ス

ク
ー
ル
＆
鎌
倉
婦
人
子
供
会

館 

29
日
13
時
半
、
鎌
倉
婦
人

子
供
会
館
。
２
千
円
、
学
生

千
円
。
Ａ
・
Ｂ 

要
申
込
。
鎌

倉
邸
園
文
化
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン 

Ｆ
Ａ
Ｘ
32
・
１
６
５
０

Ｃ
神
霊
教
鎌
倉
霊
源
閣 

29
・

30
日
10
〜
16
時
、
旧
山
本
条

太
郎
別
荘
。
５
百
円
。
長
谷

の
会
☎
０
８
０
・
３
０
８
４
・

４
８
３
７

▼
秋
の
建
物
公
開
「
旧
華
頂

宮
邸
」

　
11
月
15
・
16
日
10
〜
15
時
。

無
料
。
鎌
倉
市
都
市
景
観
部

☎
61
・
３
４
７
７

▼
北
鎌
倉・台
峯
の
緑
を
と
も
に

▽
山
の
手
入
れ
11
月
15
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇

▽
山
歩
き
16
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯
緑

の
会
。
☎
０
９
０
・
６
５
０

２
・
２
４
７
０

▼
か
ま
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

　
11
月
16
日
10
〜
15
時
、
鎌

倉
武
道
館
。民
踊
・
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
・
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
。
無

料
。
鎌
倉
市
健
康
福
祉
部
☎

43
・
３
４
１
９

▼
笛
田
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
11
月
16
日
10
時
半
〜
15

時
、
笛
田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
。
フ
リ
マ
・
古
本
市
・

ラ
イ
ブ
・
フ
ー
ド
エ
リ
ア
な

田
村
　
慶

⑱

秋
鮭
の
津
軽
焼

新
鎌
倉
料
理

　
11
月
の
食
卓
に
は
、
和
の
ぬ

く
も
り
が
よ
く
似
合
う
。
炊
き
た

て
の
新
米
の
香
り
、
湯
気
を
立

て
る
味
噌
汁
、秋
鮭
の
こ
ん
が
り

と
し
た
焼
き
色
。派
手
さ
は
な
く

と
も
一
つ
一
つ
に
手
間
と
季
節

が
宿
る
の
が
和
食
の
魅
力
。

　
今
回
は
そ
ん
な
秋
の
味
覚
か

ら
「
秋
鮭
」、「
林
檎
」
を
ベ
ー

ス
に
、
一
手
間
掛
か
り
ま
す
が

季
節
を
感
じ
る
一
品
に
な
り
ま

す
。
特
に
焼
き
上
が
っ
た
林
檎

の
香
り
は
食
欲
を
湧
き
立
て
る

こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

●
材
料
（
２
人
前
）

▽
林
檎
２
個
▽
鮭
切
り
身
（
甘

塩
）
１
切
れ
▽
南
瓜
２
切
れ

▽
獅
子
唐
2
本
▽
占シ
メ

地ジ

少
々
【
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー

ス
】
▽
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー

ス
缶
１
０
０
ｇ
▽
牛
乳

50
㏄
▽
水
50
㏄
、
塩
胡

椒
適
量
▽
コ
ン
ソ
メ
小
さ
じ
２

杯
　
※
あ
れ
ば
吹
き
寄
せ
麩
、

揚
げ
銀
杏

●
作
り
方

①
林
檎
を
洗
い
頭
の
部
分
を
切

り
、
中
身
を
ス
プ
ー
ン
等
で
く

り
抜
い
て
種
の
部
分
を
取
り
除

き
、
中
身
は
一
口
大
に
切
り
分

け
る
。
②
切
っ
た
林
檎
は
頭
も

中
身
も
外
身
も
全
て
塩
水
に
浸

け
て
お
く
。
③
鮭
を
焼
い
て
ほ

ぐ
し
て
置
く
。
④
南
瓜
を
電
子

レ
ン
ジ
６
０
０
Ｗ
で
1
分
加
熱

す
る
。
⑤【
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
】

を
合
わ
せ
加
熱
し
て
、
③
と
林

檎
の
中
身
を
混
ぜ
る
て
林
檎
の

外
身
に
流
し
込
む
。
⑥
オ
ー
ブ

ン
レ
ン
ジ
２
３
０
℃
で
12
分
加

熱
す
る
。
⑦
④
と
占
地
、
獅
子

唐
を
軽
く
油
で
炒
め
て
下
味
を

付
け
焼
き
上
が
っ
た
林
檎
の
上

に
飾
り
付
け
て
完
成
。
器
の
林

檎
も
蓋
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

（
創
作
和
料
理
近
藤
　
副
料
理
長
）

「
秋
の
味
覚
を
一
皿
に
」

鎌倉市中央図書館 （９月分）
　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は９月に一般229冊、
児童書172冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「ぶれない人」望月衣塑子著　講談社▼「論語」
光文社古典新訳文庫　孔子著　光文社▼「共感の論理」
岩波新書　新赤版 　渡邉雅子著　岩波書店▼「誰が日
本を降伏させたか」PHP新書 　千々和泰明著　PHP
研究所▼「世界を動かす巨人たち」集英社新書　池上
彰著　集英社▼「逃げ続けたら世界一周していました」
岩波ジュニア新書　白石あづさ著　岩波書店
　▼「国際政治における認知と誤認知」ロバート・ジャー
ヴィス著　みすず書房▼「もしロシアがウクライナに
勝ったら」カルロ・マサラ著　早川書房▼「基軸通貨
ドルの落日 」文春新書　中野剛志著　文藝春秋▼「犯
罪者が目をつける『家』青春新書」 INTELLIGENCE 
小宮信夫著　青春出版社▼「脳と免疫の謎」NHK出
版新書 　毛内拡著　NHK出版▼「世界１万年の住宅
の歴史」菊地尊也文　エクスナレッジ▼「忙しい人の
ための美術館の歩き方」ちくま新書 ちいさな美術館
の学芸員著　筑摩書房▼「大人になったら、もっと映
画を観よう！」MAGAZINE HOUSE MOOK　マガ
ジンハウス▼「美しくない青春」小手鞠るい作　さ・え・
ら書房▼「殺意の断片」徳間文庫 鳴神響一著　徳間書
店▼「不揃いな家族」アン・パチェット著　早川書房

　
い
つ
も
温
か
い
ご
支
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
、
皆
様
に
お
伝
え
し
た

い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
当
会
が
横
浜
で
初
め
て

講
演
会
と
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
す

る
こ
と
で
す
。

　
11
月
30
日
（
日
）
14
時
、
横

浜
平
和
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
11
階
で

講
演
会
を
開
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
東
京
・
埼
玉
・
京
都
・
福
岡

で
講
演
し
て
き
ま
し
た
が
、
神

奈
川
で
は
初
め
て
で
ご
縁
を
い

た
だ
け
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
参
加
費
５
０
０
円
。
申
し
込

み
　https://x.gd/p4vQj

　
11
〜
17
時
ま
で
２
階
の

マ
ル
シ
ェ
に
も
参
加
し
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
産
の
有
機
栽

培
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
し
ま

す
。
売
上
は
出
展
経
費
を

除
き
す
べ
て
現
地
で
の
活

動
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
会
場
で
当
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
た

ち
が
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た

り
ま
す
。 

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
声

が
け
下
さ
い
。
今
、ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
徴
兵
制
の
継
続
な
ど
、人
々

の
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活

に
追
わ
れ
、
未
来
に
夢
や
希
望

を
描
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
で

す
。
私
た
ち
は
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
」
と

い
う
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
３
月
28
日
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
発
生
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
７
の
地
震
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
シ
ャ
ン

州
の
３
つ
の
村
に
、
毛
布
や
蚊

帳
、 マ
ッ
ト
、
石
け
ん
、
歯
ブ
ラ

シ
な
ど
約
２
０
０
万
円
分
の
物

資
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
で
す
。
次
の
段
階
で
は
、
そ

の
う
ち
の
１
つ
の
村
で
住
民
の

移
動
や
漁
業
を
支
え
る
「
船
の

修
理
支
援
」
を
行
う
予
定
で
す
。

　
地
震
か
ら
７
カ
月
が
経
っ
た

今
も
な
お
、
被
災
地
の
す
べ
て 

に
支
援
が
行
き
届
い
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
対
象
の
村
の
１
６
１
世
帯

に
、順
次
船
の
修
理
を
し
ま
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
１
世
帯
に

１
隻
の
船
が
あ
り
、
生
活
に

欠
か
せ
な
い
移
動
や
漁
業
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い

船
を
買
う
に
は
約
２
５
０
万

K

チ
ャy

ッa

トt

（
約
18
万
円
）
必
要
で

す
が
、
部
分
的
な
修
理
な
ら
１

隻
あ
た
り
80
万
〜
90
万Kyat

（
６
万 

〜
６
万
５
千
円
）
で

で
き
ま
す
。
現
在
、
修
理
が

必
要
な
船
は
１
３
４
隻
で
そ

の
修
理
な
ど
に
約
１
千
万
円

か
か
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

人
々
が
一
日
も
早
く
自
立
で

き
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
務
局
　
東
京
都
荒
川
区

東
尾
久
８
―
41
―
23 

☎
FAX 

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

Email:myanmarfcg.info@
gmail.com
HP:http://mfcg.or.jp/
F
B
:https://w

w
w
.

facebook.com/mfcg.or.jp

【
こ
の
記
事
は
清
興
建
設
提
供
】

（61）

横
浜
で
の
講
演
会
・
マ
ル
シ
ェ
へ
の
誘
い
と

　
　

ミ
ャ
ン
マ
ー
地
震 

被
災
地
支
援
の
お
願
い

代
表
理
事

名
知
仁
子

ミャンマー地震で倒壊した家屋

ど
。
鎌
倉
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

会
議
☎
32
・
９
０
９
４

▼
第
45
回 

鎌
倉
福
祉
ま
つ
り

　
11
月
23
日
10
〜
14
時
、
鎌

倉
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
バ

ザ
ー
、
福
祉
体
験
、
子
ど
も

広
場
、
模
擬
店
な
ど
。
※
11

月
10
〜
13
日
バ
ザ
ー
寄
付
物

品
の
受
付
。
鎌
倉
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
23
・
１
０
７
５

▼
第
34
回
か
な
が
わ
ト
ン
ト

ン
ま
つ
り
・
か
な
が
わ
畜
産

の
日
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

　
11
月
２
日
10
〜
15
時
、
湘

南
台
公
園
、
湘
南
台
市
民
セ

ン
タ
ー
。
養
豚
協
会
☎
０
４

６
・
２
３
８
・
２
５
０
２ 

畜
産
会

☎
０
４
５
・
７
６
１
・
４
１
９
１

▼
新
湘
南
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
フ
ェ
ス
タ

　
11
月
29
日
９
〜
17
時
、
湘

南
ア
イ
パ
ー
ク
。入
場
無
料
。

▽
講
演 

９
時
20
分
「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
〜
し
あ
わ
せ
は
身
近
な

く
ら
し
の
中
に
あ
る
」、
15

時
10
分
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
」な
ど
。
要
申
込
。

▽
屋
外
イ
ベ
ン
ト 

11
時
「
芝

生
で
青
空
ス
ト
レ
ッ
チ
」、

13
時
「
軸
ト
レ
！
体
幹
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
」。 

「
未
来
の
街

歩
き
Ａ
Ｒ
体
験
」「
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
ハ
ブ
で
乗
り
物
体
験
」

な
ど
。
要
申
込
。
無
料
。

▼
交
流
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア

　
11
月
22
日
、
逗
子
文
化
プ

ラ
ザ
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。

▽
星
空
の
展
覧
会 

９
〜
21
時
。

▽
中
庭
カ
フ
ェ 

10
〜
16
時
。

▽
秋
の
夜
長
の
星
と
ピ
ア
ノ 

13
・
15
時
。
２
千
円
、
高
校

生
以
下
５
百
円
。
☎
０
４
６

・
８
７
２
・
３
０
０
１

▼
あ
ー
す
フ
ェ
ス
タ
か
な
が
わ

　
11
月
29
・
30
日
10
〜
16
時
、

本
郷
台
の
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
。

☎
０
４
５
・
２
８
５
・
０
７
５
９

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
11
月

28
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･

衣
類･

手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
29
日
７
時

半
〜
14
時
半
。
※
フ
リ
マ
・

骨
董
市
出
店
者
募
集
中
。
片

岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

「月のある心象風景・記憶の断片」「稲村ケ崎波濤」

鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会　 

ガ
イ
ド
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　
35
年
の
歴
史
を
持
つ
鎌
倉

ガ
イ
ド
協
会
が
史
跡
・
文
化

財
な
ど
の
案
内
を
す
る
13
期

生
を
募
集
。

【
募
集
人
員
】　
40
人
程
度
。

【
募
集
資
格
】　
鎌
倉
市
及
び

鎌
倉
市
周
辺
に
在
住
の
健
康

な
方
。
72
歳
以
下
。

【
申
込
方
法
】　
申
込
書
を
12

月
１
日
以
降
に
HP
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
。
同
会
へ
送
付
。

【
受
付
期
間
】12
月
〜
１
月
末
。

【
選
考
】　
書
類
選
考
・
面
接

選
考
を
経
て
合
格
者
は
養
成

講
座
（
３
万
円
）
受
講
。

【
問
合
先
】
☎
24
・
６
５
４
８

第69 回　鎌倉市民文化祭　　11 月

鎌倉彫展 19～23日 鎌倉生涯学習センター 鎌倉彫協議会
奴田方☎22・5550

鎌倉交響楽団
第126回定期演奏会

1日13時半 
1000円

鎌
倉
芸
術
館

鎌倉交響楽団
曽根方☎31・4380

第67回鎌倉市民合唱祭 2日12時 
無料

鎌倉合唱連盟
古賀方☎090・6133・4944

第57回鎌倉マジシャンズ
クラブ奇術大会

2日13時 
無料

鎌倉マジシャンズクラブ
山田方☎31・1829

鎌倉シティブラス 
第44回定期演奏会

16日14時半
無料

鎌倉シティブラス
田原方☎080・5527・1275

鎌倉合奏祭2025 3日11時
無料

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

鎌倉合奏連盟
中井方☎24・2002

鎌倉三曲演奏会 8日10時
無料

鎌倉三曲協会
中能島方☎25・3036

湘南グループ日本のうた・
歌・詩～秋のコンサート35

9日14時
2000円

同グループ
長島方☎045・846・6898

〔
市
展
〕 

〔
舞
台
行
事
〕

鎌 倉 朝 日 ２０２５年（令和７年）１１月１日 （２）（３） 第560 号 1部　220 円


